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＜フィリピン・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2020 年 11 月 20 日 

フィリピン利下げ 
0.25％下げで政策金利 2.00％に 

 

フィリピン中央銀行（BSP）は 19 日、政策金利の翌日物借入金利を 0.25％引下

げ、2.00％にするとした。20 日から適用。今年に入って 5 回目の利下げで、金

利水準は過去最低を更新。 

 

新型コロナウイルスの影響で国内経済活動が停滞しているのに加え、先月から

今月にかけての 6 つの台風上陸により大きな被害が出ていることから、家計、

企業活動を支えるのが目的。（国家経済開発庁によると一連の台風被害額は 900

億ペソ=約 1,944 億円にのぼる。） 

出所：BSP 
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